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 はじめに 

 本資料では，旧バージョンのソフトウェアから新バージョンへアップデートする方法について

説明します。アップデートを行なう前に必ずお読みください。 

 商標一覧 

 Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。 
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 発行 
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1. 概要 
 

1.1. アップデートの概要 
アップデート手順には，リモート運用端末から行なう場合と SDカード（SDメモリカー

ド：以下，SDカードと表記）から行なう場合の 2つの方法があります。 

アップデート後は，コンフィグレーション情報およびユーザ情報（ログインアカウント及

びパスワード等）情報はそのまま引き継ぎます。 

 
（１）リモート運用端末からのアップデート 

PCなどのリモート運用端末からアップデートファイルを本装置に転送（①：2.2項）し，

アップデートコマンド(ppupdate)を実行（②：2.4項）することによって行ないます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）SDカードによるアップデート 

アップデートファイルが格納されている SDカードを本装置に挿入（①）し，SDカード 

から本装置にアップデートファイルをコピー（②：2.3項）して，アップデートコマンド 

(ppupdate)を実行（③：2.4項）することによって行ないます。 

 

 

 

 

 

 

①アップデートファイルの転送（ftp） 

②ログイン後，アップデートコマンド実行（ppupdate） 

IPv4 ネットワーク 

PC 
本装置 

②SD から装置へコピー 

③ログイン後，アップデートコマンド

実行（ppupdate） 

コンソール端末 

本装置 
シリアルケーブル 

①SD 挿入 

アップデートファイル 
格納済み SD 
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1.2. アップデートの事前準備 
本装置へアップデートファイルを転送し，ppupdate コマンドを実行するためには表 1-1

に示す条件を満たす必要があります。アップデート作業を行なう前に，確認を行なってく

ださい。 

表 1-1 アップデートに必要な条件 

項番 アップデート操作 条件 対処方法 
1 リモート運用端末（PC等）から，アップデ

ートを行なう本装置に対して，IPv4ネット
ワーク的に到達可能な状態であること。 

リモート運用端末を用意し，本装置と IP通信
ができるようネットワークに接続してくださ
い。 

2 リモート運用端末において，ftp（クライア
ント）ソフトウェアが動作し，本装置に対し
てファイルの書き込み(put)ができること。 

リモート運用端末において ftpクライアント
ソフトウェアを用意し，インストールしてく
ださい。(Windowsでは，OSに付属の ftpを
使用できます。) 

3 本装置のコンフィグレーション情報におい
て，リモート運用端末から本装置に対して
ftpができるよう設定していること。 

コンフィグレーション情報において，
ftp-serverを定義してください。また，line   
vtyモードにアクセスリスト定義が存在する
場合にはリモート運用端末からのアクセスを
許可する設定としてください。 

4 

リモート運用端末か
らのアップデート 

本装置のユーザ ID，パスワードが設定され
といること。 

ユーザ IDに対するパスワードを設定してく
ださい。 

5  リモート運用端末またはコンソールから，ア
ップデートを行なう本装置に対してログイ
ン可能なこと。 

リモート運用端末から telnetによりログイン
を行なう場合には，telnet機能を動作させる
設定としてください。 
(コンフィグレーションで line vtyコマンドで
設定できます。) 

6 SDカードからのアッ
プデート 

コンソール端末から本装置へログインが可
能なこと。 

･コンソール端末と本装置をシリアルケーブ
ル（クロス）で接続してください。 
･コンソール端末にターミナルエミュレータ
アプリケーションが使えるようにしておいて
ください。 

7 共通 アップデートファイルを転送することがで
きる RAMDISKの空き容量が確保されてい
ること。 
ファイルサイズは， 
“show ramdisk-file”コマンドで，確認くださ
い。 

RAMDISKの容量不足のためアップデートフ
ァイルの転送ができない場合には 1.4節の
「RAMDISK容量が不足していた場合」を参
照してください。 

8  管理者(enable)となるための権限があるこ
と。 

ppupdateコマンドの実行には enableコマン
ドで管理者となる必要があります。 
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1.3. アップデート時の注意事項 
（１）ファイル転送時の注意事項 

 ftp でファイル転送する場合，必ず binary mode で転送してください。binary mode

でない場合は，ppupdateが失敗します。 

 ファイルは本装置上に k.img というファイル名で転送してください。既にファイルが

存在している場合は，既存ファイルに上書きします。転送先およびファイル名を間違

った場合は，間違ったファイルを削除して転送しなおしてください。 

（２）SDカードからファイルコピーする場合の注意事項 

 SDカードは，アラクサラ製品（AX-F2430-SD128）を使用してください。 

 事前にパソコンなどを使用して SD カードにアップデートファイルを格納しておいて

ください。 

 copyコマンドで k.imgを RAMDISKにコピー後，ppupdateを実行する前に SDカー

ドは必ず装置から外してください。 

（３）ppupdateコマンド実行時の注意事項 

 編集モードでは，ppupdateコマンド実行はできません。 

 アップデート前にコンフィグレーション情報のバックアップをしてください。 

 アップデート実行中は，電源の off/onは行わないでください。電源が offになった場合

は，装置が起動しなくなる恐れがあります。 

 コンフィグレーション情報をオンラインで編集後ファイル保存を行っていない場合に

はアップデート前にコンフィグレーションコマンドの copy を行いフラッシュに保存

してください。copyを行わない場合には，装置の再起動によりコンフィグレーション

情報変更前の状態に戻ります。 

（４）Ver.1.0～Ver.1.1.Cのファイルを使用時の注意事項 

 運用コマンド show versionで H/W Revisionを確認してください。 

H/W Revisionが“０”の場合は，上記バージョンに書き換え可能です。 

H/W Revision が“１”の場合は，上記バージョンに書き換えることはできません。

ppupdate実行時に「Can’t update software. [ Hardware rev.x ]」メッセージが表示さ

れます。2.1項の表2-1を参照して対応するソフトウェアバージョンをご使用ください。 

（５）Ver.1.0を Ver.1.3以降にアップデート時の注意事項 

 通常のアップデート手順では更新できません。 

この場合のアップデート手順については，3章を参照してください。 

 

1.4. RAMDISK容量が不足していた場合 

 RAMDISK領域に保存しているユーザファイルを削減してください。 



AX12S-SOFT-001_R4 
 

６ 
 

 

2. ソフトウェアのアップデート 
2.1. はじめに 

アップデートで使用するファイルは，表 2-1に示すファイルを使用してください。ファイ

ルは 2.2 項または 2.3 項の手順に従い装置に転送して，2.4 項の手順でソフトウェアのア

ップデートを実施してください。 

表 2-1 アップデートに使用するファイル 

項番 モデル名 ファイル名(※1) H/W 
Revision(※2)

対応ソフトウェア 
バージョン 

1 AX1200S-24T2C AX12L20x0y-zzzBIN 0 制限なし 
 AX1200S-24P2C    
 AX1200S-48T2C    
2 AX1200S-24T2CA  1 1.1.D～1.2.B (※3) 
 AX1200S-24P2CA   1.3～ 

(※1) 「0x0y-zzz 」はバージョン，ビルド番号が入ります。 
     例：Ver. 1.0  Build99の場合は 0100-99。 
       Ver. 1.0.C Build199の場合は 0100C-199。 

(※2) H/W Revisionは運用コマンド show versionで確認できます。 

(※3) 運用コマンド show versionのモデル名は，項番 1を表示します。 

 

2.2. リモート運用端末からのファイル転送 

付録の「ファイル転送手順」を参考に，本装置にアップデートファイルを転送してくださ

い。（必ずバイナリモードで転送してください。） 

 

2.3. SDカードからのファイルコピー 
SDカードから本装置へのファイルコピー手順を以下に示します。 

① アップデート対象となっているアップデートファイルが格納されている SD カードを

本装置へ挿入してください。 

② ログインユーザ ID (例えば operator)で本装置へログインしてください。 

③ ログインパスワードを入力してください。（未設定の場合は[Enter]キーのみ押下して

ください。） 

④ ”show mc-file”コマンドでSDカードにアップデートファイルが格納されていることを

確認してください。 

⑤ ”copy mc AX12L20x0y-zzz.bin ramdisk k.img”コマンドで SDカードから本装置へア

ップデートファイルをファイル名 k.imgで指定してコピーしてください。 

⑥ ”show ramdisk-file”コマンドで本装置へコピーしたファイルと SDカードのファイル

のサイズが同じであることを確認してください。 

⑦ コピー後，SDカードは装置から外しておいてください。 
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login: operator ② 
Password: ③ 
 
Copyright (c) 2006, 2007, ALAXALA Networks Corporation. All rights reserved. 
 
> 
> show mc-file  ④ 
 
Date 2007/01/06 16:12:48 UTC 
    File Date                Size Name 
    2007/01/06  16:10  3,702,772 AX12L20x0y-zzz.bin ←（ファイル名とサイズの確認） 
> 
> copy mc AX12L20x0y-zzz.bin ramdisk k.img  ⑤ 
> 
> show ramdisk-file ⑥ 
 
Date 2007/01/06 16:15:35 UTC 
    File Date               Size Name 
    2007/01/06 16:15   3,702,772 k.img     ←（ファイルサイズの確認）  

 

2.4. アップデート手順 
ソフトウェアのバージョンを旧バージョンから新バージョンにアップデートを行います。

アップデート手続き終了後に装置が自動的に再起動します。再起動時には通信が一時的に

中断されますのでご注意願います。また，事前に本装置にアップデートファイルをファイ

ル転送(2.2項)または SDカードからファイルコピー(2.3項)しておいてください。 

以下の手順に従い，アップデートを実施してください。 

① ログインユーザ ID (例えば operator)で本装置へログインしてください。 

② ログインパスワードを入力してください。（未設定の場合は[Enter]キーのみ押下して

ください。） 

③ “enable” コマンドを入力してください。コマンドプロンプトが “#” に変わります。（装

置管理者用パスワードが設定されている場合は，パスワードの入力が必要です。） 

④ “show ramdisk-file” コマンドを実行してください。 

⑤ 転送したファイルのサイズが，端末にある転送前のファイルサイズと等しいことを確

認してください。 

⑥ “ppupdate ramdisk k.img ”コマンドを実行して，アップデートを行ないます。（SDカ

ードをご使用の場合は，本コマンド実行前に SD カードが装置から外してあるか確認

してください。） 

⑦ アップデート完了後，自動的に装置が再起動します。再起動後，再度ログインしてく

ださい。 

⑧ ”show version”コマンドを実行し，本バージョンで動作していることを確認してくだ

さい。 

以上でアップデートは終了です。 
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login: operator ① 
Password: ② 
 
Copyright (c) 2006,2007, ALAXALA Networks Corporation. All rights reserved. 
 
> enable 
#                      ←（“#” と表示されることを確認） ③ 
# show ramdisk-file ④ 
 
Date 2007/01/06 16:15:35 UTC 
    File Date               Size Name 
    2007/01/06 16:15   3,702,772 k.img          ←（ファイルサイズの確認） ⑤ 
# 
# ppupdate ramdisk  k.img  ⑥ 
 
Software update start 
 
 
********************************************************** 
** UPDATE IS STARTED.                                   ** 
********************************************************** 
 
old version is 1.0  (Build:zzz)           ←（旧バージョン） 
new version is x.y  (Build:zzz)           ←（新バージョン） 
Automatic reboot process will be run after installation process. 
Do you wish to continue? (y/n) y 
 
main :[**********************] 100% 
boot :[**] 100% 
 
Update done. 
 
 
************************************************************* 
** UPDATE IS FINISHED SUCCESSFULLY.                        **      
************************************************************* 
 
Boot Initialize.......done. 
System Initialize....done. 
  
login: operator                                  ←（再起動後のログイン） ⑦ 
Password:    ② 
 
Copyright (c) 2006, 2007, ALAXALA Networks Corporation. All rights reserved. 
 
> show version ⑧ 
 
Date 2007/01/06 16:20:46 UTC 
 
Model and S/W Version: 
  AX1230S-24T2C Ver. x.y (Build:zzz)                 ←（バージョンを確認）  
 
H/W Serial Number: 
  120100-17 06B 0001 
> 
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3. Ver.1.0を Ver.1.3以降へのアップデート手順 
下表に示すように，Ver.1.0を Ver.1.3以降のバージョンに更新する場合，通常の手順でア

ップデートできません。 

表 3-1 アップデート可否 

項番 更新前のバージョン アップデートするバージョン アップデート可否 
1 1.0 1.1～1.2.x ○ 

  1.3～ × (※1) 

2 1.1～1.2.x 1.3～ ○ 

（凡例）○：可，×：不可 

(※1)更新前のバージョンが Ver.1.0の場合，下記のいずれかの手順で実施してください。 

 Ver.1.1～Ver.1.2.xのいずれかにアップデートし，Ver.1.3以降にアップデート 

（ppupdateコマンドによるアップデート） 

 アラクサラ製品の SDカードをご購入いただき，SDカードからのアップデート 

（コマンドレス保守機能を利用したアップデート） 

 

3.1. ppupdateコマンドによるアップデート手順 
本手順では，２回の ppupdateコマンド実行により Ver.1.3以降へアップデートします。 

（１）事前準備 

下記のファイルを用意してください。 

（Ａ）Ver.1.1～Ver.1.2.xのいずれかのアップデートファイル 

（Ｂ）Ver.1.3以降のアップデートファイル 

（２）手順 

① （Ａ）のファイルを 2.2または 2.3の手順に従い装置に転送して，2.4の手順でソフト

ウェアのアップデートを実施してください。 

② 再起動後，（Ｂ）のファイルを 2.2 または 2.3 の手順に従い装置に転送して，2.4 の手

順でソフトウェアのアップデートを実施してください。 

 

3.2. コマンドレス保守機能を利用したアップデート手順 
本手順では，コマンドレス保守機能のメンテナンスファイル（ax_update）を使用します。 

（１）事前準備 

① 下記のファイルを用意してください。 

（Ａ）Ver.1.1.xまたは Ver.1.2.xのアップデートファイル 

（Ｂ）Ver.1.3以降のアップデートファイル 

（Ｃ）メンテナンスファイル ax_update 

② アラクサラ製品の SDカード（AX-F2430-SD128）を用意してください。 

③ 表 3-2に示すように（Ａ）（Ｂ）のファイル名を変更して，用意した SDカードに書き

込んでください。 
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表 3-2 変更するファイル名と SDカード格納先ディレクトリ 

 ファイル名 ファイル名を 
下記に変更 

SDカード格納先 
ディレクトリ 

（Ａ） (例 Ver.1.2の場合) 
AX12L20102-zzz.BIN 

k.img / 

（Ｂ） (例 Ver.1.3の場合) 
AX12L20103-zzz.BIN 

ax_update.img / 

（Ｃ） ax_update － /ax_mente 

 
（２）操作手順 

下記の手順でアップデートを実行してください。 

① 本装置の電源を OFFにします。 

② SDカードを挿入します。 

③ 本装置の電源を ONにします。 

④ 装置正面の ST1 LEDが緑点灯していることを確認してください。 

⑤ SDカードを抜きます。 

⑥ SDカードを挿入します。 

⑦ 装置正面の ACC LEDが点灯していることを確認してください。 

点灯している場合は，アップデート実行中です。 

点滅している場合は，SDカードに書き込んであるファイルを確認し，①からやり直し

てください。 

⑧ ACC LEDが消灯したことを確認してください。 

⑨ SDカードを抜いてください。装置が自動で再起動されます。 
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4. 付録 
・ファイル転送手順 

① PC上でコマンドプロンプト画面を開いてください。 

② アップデートファイルがあるディレクトリに移動してください。 

③ “copy”コマンドで，ファイル名を k.imgに変更してください。 

④ “dir”コマンドで，ファイル名とファイルサイズを確認してください。 

⑤ ftpコマンドで，装置に接続してください。 

⑥ ユーザ名を聞かれるので，装置のログイン名を入力してください。 

⑦ パスワードを聞かれるので，パスワードを入力してください。 

⑧ binary modeで転送するため，“bin”と入力してください。 

⑨ ソフトウェアを装置上に” k.img“というファイル名で転送してください。 

⑩ “bye”と入力してください。 

 
 
C:¥WINDOWS> cd  c:¥soft    (アップデートするソフトウェアが c:¥soft ディレクトリにある場合) ② 
C:¥soft> copy AX12L20x0y-zzz.bin k.img  ←(ファイル名を k.img に変更する) ③ 
C:¥soft> dir               
2006/12/08  07:25 3,702,772  k.img   ←(ファイル名・ファイルサイズを確認する) ④ 
                            
C:¥soft>ftp 192.168.1.1         ←(本装置の IP アドレスが 192.168.1.1 の場合) ⑤ 
User (192.168.1.1:(none)): operator   ←(本装置のログイン名を指定) ⑥ 
Password:*******             ←（パスワードを指定） ⑦ 
ftp> bin  ⑧ 
ftp> put k.img             ←(ｋ.img を本装置に転送) ⑨ 
ftp> bye ⑩ 

 

 

 

 

 

 

 


	目次
	1. 概要
	1.1. アップデートの概要
	1.2. アップデートの事前準備
	1.3. アップデート時の注意事項
	1.4. RAMDISK容量が不足していた場合

	2. ソフトウェアのアップデート
	2.1. はじめに
	2.2. リモート運用端末からのファイル転送
	2.3. SDカードからのファイルコピー
	2.4. アップデート手順

	3. Ver.1.0をVer.1.3以降へのアップデート手順
	3.1. ppupdateコマンドによるアップデート手順
	3.2. コマンドレス保守機能を利用したアップデート手順

	4. 付録


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


